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「ラグビー」を通じた地域活性化と国際交流！

■平成31年度の予定

■平成30年度実施内容

「障がい者スポーツ」の振興

障がいの有無に関わらず、だれも
が生き生きと暮らせる社会の実現
をめざして、障がい者スポーツの振
興や障がい者スポーツへの理解を
深めるための取組を推進しました。

ラグビーワールドカップ２０１９や東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた機運醸成に努めるとともに、
スポーツを通じた未病改善や経済活性化につながるような情報発信やイベントを実施し、県西地域全体の更なる誘客
効果を高めて行きます。

「スポーツ」を通じた未病改善の機会創出と地域活性化 小田原市

オーストラリアラグビー代表とトレーニングキャンプに関する協定を締結し、
１５人制の代表であるワラビーズが、市民の熱烈な歓迎を受け、小田原
でトレーニングキャンプを実施しました。

＜小田原城で歓迎セレモニー＞ ＜市内小学校の児童との交流＞ ＜ボッチャ体験会の様子＞

資料1

平成３０年度
・ 指定管理者を選定 ㈱TTCを選定
・ （仮称）道の駅活性化協議会を設立

道の駅の活性化を目的に、市民参加型で直売農家の育成、特産品の開発、
都市と農業との交流等について検討する組織

・ 重点「道の駅」候補に認定
・ 造成工事を開始

・ 地方創生拠点整備交付金の内示を受ける

道の駅を活用したにぎわいの創出

平成３１年度
・ 建築工事を開始（地元材を使用、再生可能エネルギーの活用）
・ 指定管理者、（仮称）道の駅活性化協議会と、農産物の出荷体制や
商品の開発などの開業準備を進めます

（造成工事の様子）

開業予定は、平成32年春

南足柄市
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中井町

• 【実施概要】
• 平成28年４月に認証を受けた「未病センター・
なかい健康づくりステーション」が今年度で開
設３周年を迎え、昨年11月には記念事業を開催。

• 通常の体組成測定や脳年齢測定などに加え、ME-
BYOキャラバン等との連携により、疲労ストレス
測定、呼気一酸化炭素濃度測定、血管年齢測定、
足指力測定、足型・足圧測定などの測定会や
「足(脚)の健康」をテーマとする運動体験を実
施。

• 自身の状態を知ることで未病を見える化し、健
康行動の変容を促した。

• 【今後の展開】
• 今後も町民を始めとした地域住民の未病改善と
健康増進を図るため、測定会や運動教室の開催
などにより、未病センターの活用を促し、健康
行動の変容を促進する。

食と農業体験交流ブランド化促進事業

1.食と農業体験交流事業のブラッシュアップ
●人材育成事業
交流体験事業ビジネス化のための人材育成
NEALリーダー（自然体験活動指導者）65名(~H30)養成

●交流体験メニューの充実化
NEALリーダーによる交流体験メニュー開発及びブラッシュアップ

●交流体験メニュー試行を目的としたイベント開催
そうわ食・体験・工作フェスタ（18メニュー実施）600名集客

●モニター民泊の実施
相和地区内の農家及び民家 受入体制 15家庭(~H30)
H30:3回 70名受入(予定) H29:2回 33名受入
H28:1回 9名受入

●食（特産品）のブランド化
フェイジョアの生産量向上・販路拡大と6次産業化の促進

2.法人化に向けた取組み
平成31年3月 交流体験事業拡大、組織強化のため法人設立

地域資源を活用した交流体験事業や食（特産品）に
関する事業を通じて「未病を改善する」取組みを進めると
ともに、地域住民による事業の自走化を図る。

写真：NEALリーダー養成講習会

写真：食(フェイジョア)のブランド化

写真：モニター民泊

写真：そうわ食・体験・工作フェスタ

■平成30年度実施概要

1.食と農業体験交流事業のブラッシュアップ(継続)
・人材育成事業 ・交流体験メニュー充実、イベント開催
・民泊体験事業の実施 ・食のブランド化

2.設立した法人の自走化に向けた取組み

■今後の展開

大井町
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町民文化センターをリノベーション
文化拠点から広域複合拠点施設へ！

施設老朽化、利用はピークの３割…

松田町

▲最新の舞台機器を整備し
優れた演出が可能となり、
各種イベント誘致を促進。

▲スポーツクライミングの
メッカとして、各種大会
の誘致や開催を目指す。

◀国際交流事業の拠点として活用を促進

▼未病改善レシピを開発す
るために改修した未病キッチンと、新たに設置
したトレーニングルーム。

人がつながり
多様な文化を
織りなす場

文化 スポーツ

国際
交流

未病
改善

【現状】
国際交流促進のための整備工事中
【今後】
複合拠点施設へ生まれ変わった
施設で、自走する仕組みを構築

「健康ステーション」を中心とした
未病・健康づくり事業

山北町

○ 地域の健康づくりの拠点となっている健康福祉センターに未病
センター「健康ステーション」を設置している。
「健康ステーション」には血圧計・体組成計・脳年齢計等を設置
し、年間延べ9000人が利用している。

○ 健康福祉センターでは、水中運動・ポールウォーキング・生活
習慣病予防事業等の健康教室を実施しており、そのプログラムの
中でも「健康ステーション」の機器を活用している。

○ さらなる「健康ステーション」の利用促進
○ 未病改善、食育・健康情報の発信

≪事業概要≫

≪今後の展開≫
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開成町

あしがり郷「瀬戸屋敷」の機能強化
による地域活性化
● 「案内・食品加工・販売」の機能を持った交流
拠点施設を整備

（H30年度：実施設計、H31年度：整備）

交流拠点のイメージ

未病見える化コーナーの活用による
健康づくり

●測定会及び運動教室の開催による運動習慣
の動機付け

●幼児健診等の待ち時間を利用した測定の実施
若い世代の利用促進のため、子どもの歯科健診等に付
き添う保護者に、待ち時間を活用した測定を呼びかけ

理学療法士による気軽な運動教室

●駐車場の拡張

（H30年度：用地取得、H31年度：整備）

＜平成30年度の取組＞

＜平成31年度の取組＞
●「筋力をつけよう」「朝食を食べよう」をスローガン
とする健康づくりプロジェクトをスタート（H31～33）

森林セラピー基地の魅力向上

●癒しや運動などをテーマにした「森林セラピーツアー（年4回）」や、森の
中でのヨガ体験・森林セラピストとのウォーク体験に、飲食・物販を組み
合わせたマルシェ形式のイベントを実施した。
◇来年度のイベントは体験コンテンツをさらに充実させていく予定。

●ターゲットに合わせSNS（facebook、Instagram)での情報発信を行った
ほか、森林セラピストが季節に応じた旬な記事を掲載するwebサイト
「はこじょセラピーラボ」を企画運営した。

●すでに他地域で活動している森林セラピストが箱根でも活躍できるよう、
箱根の自然・歴史等の講義や箱根の森での模擬ガイド講習等を行い、
セラピストの育成を図った。
◇来年度はさらに町内各地で実地研修を行うなど理解を深めてもらう。

●町民向けに森林セラピスト等の資格取得受講料を補助する制度を設立。

未病改善プログラムの普及

●仙石原公園に設置した健康遊具の活用プログラムを構築。子どもから
大人まで、目的や体力にあわせて楽しみながら健康づくりができるよう
に周知用のパンフレットを作成した。
◇来年度は講習会開催等により普及に努める。また、総合保健福祉
センターのプールを活用した水中運動プログラムを構築する。

未病いやしの里を活用した事業の推進
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魚つき林のアピールと森の駅-ケープ真鶴の再生

【平成30年度実施概要】

【課題・今後の展開】

真鶴町

写真① 魚つき保安林

写真② 見どころマップ

本事業で整備した「お林ステーション」には、お林（魚つき保安林）
の見どころが一目でわかる真鶴半島の「見どころマップ」を設置し
た。併設の遠藤貝類博物館と協力し、学芸員が随時旬な情報を
書き込めるようになっており、真鶴半島の沿岸部も含めた自然環
境や森林浴の特徴を紹介できるパネルとなっている。
また、平成28年度に設置した「足湯」では、ウォーキング等で疲れ

た体を真鶴半島の雄大な景色を見ながらゆったり浸かるといった、
軽い運動後のクールダウンする場として利用されており、お林の
リラグゼーション機能を活かした未病の改善に取り組んでいる。

引き続き、「お林保全協議会」でお林の保全や真鶴半島の有する
自然環境やリラグゼーション機能を活かした活用方法について協
議を進め、真鶴半島の価値を町内外へ発信していく。

ケープ真鶴は、真鶴半島の拠点施設としての機能を図り、真鶴半
島に親しんでもらえる施設としての展開を図る。

●平成30年度の新たな取り組み

・「ゆがわらっこ大学」で地域ボランティア・大学生による
子ども達への学習支援

・「やってME-BYOラボ」で、地域住民主体の実践・挑戦

ゆがわらっことつくる多世代の居場所 ～未病に取り組む多世代共創コミュニティの形成～ 湯河原町

●オープンハウス

・平成28年11月：慶應義塾大学（ＳＦＣ）により、子どもからお

年寄りまで地域の多様な人が集い、あたたかい

「斜めの関係」を生み、世代を超えた様々な活

動が生まれる「地域の居場所」がオープン。

・平成30年10月：運営主体として、一般社団法人「ユガラボ」を

設立。

●今後の取り組み

・すべての子どもに公平で質の高い学びを提供

・様々な世代が安心して集える空間づくり子ども達と改装案の図面作成 子ども達と地域の方々で居
場所づくり

多くの人が集いの場を
求めていることが認め
られた。

分かったこと
・学童保育、スポーツクラブなどと別に「もう一つの居場所」として有効。
・世帯の収入による学習環境の格差がある。

・開所日数 118日
・子どもの参加者数 延べ994人
・ボランティア等 延べ726人

●平成29年度の実績
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